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Summary : In this study, we tried to extract children's view of interior space through modeling of a room. 
As a result, the investigation revealed the fact that children understand interior space gradually from 
nearby things to the whole room. There is a sex difference in the view of interior that girls understand 
practically, while boys do fancifully. On the whole, the first-year students of an elementary school don't 
know how to understand interior, the second years begins to be interested in color and figures and the 
third and forth years in patterns. And in the third and forth years students deepen their understanding of 
ceiling, in the fifth they get to think much of the formation of windows and in the junior high school days, 







とする発達心理学者に よって、1950年 頃 か ら盛



















 モ デル制 作 の 内容 は、「私 の部 屋」 とい うテ ー
マで 、厚紙 を使 って、床 と壁3面 の部屋 の模型 を
自由 に制作 して もら うとい う もので あ る。作 りや
す くす るために 、人(成 人男女 、子供男 女)・ 家 具 ・
観 葉植物 を印刷 した ケ ン ト紙 を用意 した。画材 は
ケ ン ト紙 、ク レパ ス、色 鉛筆 で 、道 具 と して ハサ
ミ、 カ ッター、の り、セ ロテープ 、メ ンデ ィング
テ ープ を適宜 使用 した。
 小学校3年 以上 につ いて は、授 業形式 で課題 制
作 を行 うが 、立体 的な空 間把握 が まだ難 しい と思
われ る小 学校 低学年 につ い は個 人の思考 内容 を把
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表 1 実験授業被験者内訳 表2 個別調査被験者内訳
学-:F- 被験者数 実施校 実施日時 学年 男子 女子 合計
小学 3 1ド~t 125 大阪市立阪市小学校 平成151F-6 /'12日、 2-4校時 小学 1-:ド 13 29 42 
小学4年生 115 東大阪市立磐問凶小学校 平成13年10月301:1、1-4校時 小学2年 8 10 18 
小学5年生 43 京都市立京野小学校 平成1411'-7 J'I 4 FI、1-4校時 小学31ド 3 7 10 





































































Vol. 50 制作モデルの表象にみる子供のインテリア観について 49 
慢業前
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tcア しア ，、~. I 止守に にキオ t、ー」さ と々
にたになテ つな料なや思変
いついつるンるいるにる家うえ










ιー ア しア lい- I なに に材 l・ーさ と々
にたになテ つな料なや層、変
いついつるンるいるにる家うえ

































































































































51 制作モデルの表象にみる子供のインテリア観についてVol. 50 
構成重視型


























































































































の発達、日本建築学会計画系論文集 No.534， 2000.8 
4)授業は、(掛日本インテリアデザイナー協会(JID)教
育研究委員会と協力して行った。
